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9/17（木）記者会見で発表（市長）　　

10/8（木）10月専決　市長査定

令和２年１０月１２日 10/8（木）ＦＡＸ文面→部長決裁　　

新規 総 務 部 財 政 課 作 成
○ 10/12（月）　10:00全議員へ一斉ファックス依頼（総務部長⇒議会事務局）・13：00酒田記者クラブ加盟社宛て投込み（総務部長⇒市長公室）

(単位：千円)

１　補正予算規模 74,300
0 うち一般財源

２　補正後の予算規模 75,810,352 予算額現計：75,736,052千円＋専決額74,300千円＝75,810,352千円

３　補正理由

　　・県の９月補正に対応するための補正

４　補正項目及び補正額

　（歳出補正） うち一般財源

・基金管理事業 2,030 2,030 国の交付金を充当することにより不用となる一般財源を基金積立するもの
財政調整基金積立金31,204千円 →今年度末基金残高見込み2,987,076千円

〇 ・新生児子育て応援特別給付金事業 50,250 2,500 令和2年4月28日から令和3年4月1日までに出生し最初の住民登録が本市である新生児の保護者に対し県制度に上乗せをして給付金を支給する
545人（本市のＲ元実績）*11ヶ月/12ヶ月＝500人　←市単独で5万円（Ｒ2.4.28～Ｒ3.3.31）

県9月補正→Ｒ2年4月28日～Ｒ3年4月1日に出生した新生児の保護者に対し5万円（4/1分は県動向によるがＲ3当初）

〇 ・新築住宅緊急支援事業 20,020 △ 4,730 県と協調して県産材多用型等の要件を満たす新築住宅を建設した方に補助金を交付する
1戸→100万円（県50万円、市50万円）　20件を想定

・新型コロナウイルス関連水産業打撃克服対策事業 2,000 200 コロナ禍により在庫が増える漁協倉庫の船凍イカを他の冷凍施設へ運搬・使用する経費等に対して県と協調して支援を行う
　滞留在庫20,000ケース（160トン・1ケース8㎏）*＠300円＝6,000千円　←八戸港冷凍倉庫への移送等事業費

1ケース（8㎏）@300円の積算→輸送料140～180円、入出庫量24円（入のみ）、保管料96円（24/円*4月（9～12月））＝260～300円≒300円（1ケース8㎏）

6,000千円*1/3（県1/3、市1/3、漁協1/3）＝2,000千円

　（歳入補正）
　　・国庫支出金 36,000 0 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金36,000

補正後交付金充当累計 2,375,611千円 - 交付金配分額2,522,996千円＝充当残147,385千円（12月補正）

※ 交付金配分額2,522,996千円（1次+2次1,716,277千円+飛島光ファイバー追加分806,719千円）

　　・県支出金 38,300 0 新生児子育て特別応援事業費交付金25,250、住環境向上及び住宅・木材産業活性化緊急促進事業費補助金13,050

５　専決年月日　令和２年１０月１２日

令和２年度１０月専決補正予算の概要について

令和２年度 酒田市一般会計補正予算（第９号)


